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鬼の別府 ＶＳ 仏の臼杵―互いの観光振興を目的に臼杵
市とタッグを組み、両者のおもてなしを競い合うプロジェ

クトが始まりました。別府の鬼割と臼杵のふぐ割の販売数を競
いながら、コロナ禍でも枯れない熱い想いを発信していきます。

先端技術×農業―東山幼小中学校で、先端技術を活用した
別府らくらく農業体験会が行われました。参加した農業関係

者たちは、アシストスーツを着用した荷物の運搬、ドローンを使っ
た農薬散布、直進アシスト付きトラクターなどの実演を受けました。

つなぐエールの灯
ひ

―東京２０２０オリンピック聖火
リレーの聖火が県内で巡回展示され、別府市では

12月５日にべっぷアリーナで公開されました。来場者は、
記念撮影などをして、開催に向けた思いを馳せました。

考える力の鍛え方―青少年の健全育成の一環で、立命館
アジア太平洋大学の出口学長による講演会が市役所で行わ

れました。参加した市内の中高校生たちは、これからの社会を生
き抜くためにどんな力を高めるべきかなどの話に耳を傾けました。
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︒
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